
接着剤の用途について1

接着剤のご使用方法2

労働安全衛生法による表示3

接着剤（高粘度） 接着剤（低粘度） ［
基
本
編
］雨
と
い
用
　
接
着
剤

基本編

雨とい用　接着剤

◦雨とい用接着剤には「高粘度」と「低粘度」のタイプがあります。
高粘度タイプは複雑な形状の雨といに対して接着剤が垂れな
いので有効です。対して低粘度はアイアン丸などの単純な形状
の雨といに対して有効です。 KQ8815（150g入） KQ8905（50g入）

KQ8910（100g入）

危険有害性情報
●引火性の高い液体及び蒸気 ●吸入すると有害（気体、蒸気、粉じん及びミスト） ●皮膚刺激 
●強い眼刺激 ●アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ ●遺伝性疾患のおそれの疑い ●発が
んのおそれの疑い ●生殖能または胎児への悪影響のおそれ ●授乳中の子に害を及ぼすおそれ 
●臓器の障害（呼吸器）●臓器の障害のおそれ（中枢神経系）●呼吸器への刺激のおそれ ●眠気
又はめまいのおそれ ●長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害（中枢神経系、骨、神経
系）●長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ（腎臓）●水生生物に有害

シクロヘキサノン

メチルイソブチルケトン

メチルエチルケトン

トルエン
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5～15％
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NET 50g

第４類第１石油類

危険有害性情報
●引火性の高い液体及び蒸気 ●吸入すると有害（気体、蒸気、粉じん及びミスト） ●皮膚刺激 ●強
い眼刺激 ●アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ ●遺伝性疾患のおそれの疑い ●発がんのおそ
れの疑い ●生殖能または胎児への悪影響のおそれ ●授乳中の子に害を及ぼすおそれ ●臓器の障
害（呼吸器、中枢神経系） ●呼吸器への刺激のおそれ ●眠気又はめまいのおそれ ●長期にわたる、
又は反復ばく露による臓器の障害（中枢神経系、骨、腎臓、神経系） ●水生生物に有害 
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10～20％
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◦この接着剤は、雨とい専用です。
◦有機溶剤が含まれており、中毒になるおそれがあるので屋内では使用しないでください。
◦接着面の油脂･水分などを除いてからチューブの接着剤を絞り出しすばやくできるだけ均一に塗布してください。

雨天時のご使用はお避けください。
◦速乾性のため塗布後できるだけ早く接着を行ってください。加熱、プレスの必要はありません。
◦完全に硬化するのは20〜30時間後です。接着後2〜3時間は不安定のため荷重をかけないよう取り扱って

ください。
◦容器のふたを密閉し、直射日光の当たらない、0〜35℃の一定の場所を定めて保管してください。
◦有効期間は製造後1年半です。（製造年月日はチューブの底部に表示）開封後は効力が落ちることがありますので、

1か月以内にご使用ください。

溶剤系接着剤
高粘度  シクロヘキサノン 

メチルイソブチルケトン 
シリカ、トルエン

劇物含有
アクリル系樹脂用、塩化ビニル樹脂用
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安全衛生法 ： 
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低粘度  シクロヘキサノン 
メチルイソブチルケトン 
メチルエチルケトン 
シリカ、トルエン
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◦引火性の高い液体および蒸気 ◦吸入すると有害（気体、蒸気、粉じんおよびミスト） 
◦皮膚刺激 ◦強い眼刺激
◦アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ ◦遺伝性疾患のおそれの疑い
◦発がんのおそれの疑い ◦生殖能または胎児への悪影響のおそれ
◦授乳中の子に害を及ぼすおそれ ◦臓器の障害（呼吸器、中枢神経系） 
◦呼吸器への刺激のおそれ ◦眠気またはめまいのおそれ
◦長期にわたる、または反復ばく露による臓器の障害（中枢神経系、骨、腎臓、神経系）	
◦水生生物に有害
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安全対策 ： ◦熱／火花／裸火／高温の物のような着火源から遠ざけること。―禁煙� 
◦屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 　◦保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。

応急措置 ： ◦皮膚（または髪）に付着した場合：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと。  
�◦吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 
�◦眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。 ◦気分が悪いときは、医師の診断／手当てを受けること。

保　　管 ： ◦換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。
廃　　棄 ： ◦内容物／容器を関連条約／法規／条例に従って適切に廃棄すること。 

�◦詳細内容が必要な時は、安全データシート(ＳＤＳ)を当社までお申しつけください。

※「シックハウス」建築基準法関連規定などの基準・制限の対象にはなりません。〔屋外や部分的に使用する接着剤のため該当しません。〕
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